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■会議内容 

1. 研究 1（Nomogram study）の進捗状況の報告 

（1）症例集積状況 

27 施設から 6662 例の集積を完了し、現時点でデータ欠損等がない解析可能症例が 4966

例であることが報告された。性別等の追加調査が可能な項目について若干のデータのブラ

ッシュアップを加えることとなった。 

（2）中間解析 

集積したデータに関する中間解析が報告された。委員から占居部位別、治療方法別、地

域（施設）別の差異についての解析を加えることが提案された。また、病理標本作成に施

設間格差があることから、参加施設における検体作成方法についての追加調査を検討する

こととなった。 

 

2. 研究 2（F1 study）の進捗状況の報告 

（1）進捗状況 

英国における IRB 承認等の手続により全体症例の評価の開始に時間を要していること

から、集積された症例うち 50 例（本邦 25 例、英国 25 例）についての interobserver study

を先行して開始することを英国と合意したことが報告された。また、英国側の病理評価

案を追加記載した病理学的評価基準の最終案が完成したことが報告された。 

（2）病理学的評価者 

  本邦および英国ともに双方 7 名の病理医で評価を行う予定であることから、病理系委員

が所属していうる 7 施設で各 1 名ずつの病理医による評価を行うことが確認された。 


